
 

 

 

 

 

 

 

６月の生活目標 

 
 

 

生活・保健部 渡邊 美和 

 

 

 

 

 

 

  ５月８日から１０日まで、 

長野県東御市にある「大田区休養村とうぶ」へ移動

教室に行ってきました。昨年度までは、コロナの影 

響で１泊２日でしたが、今年度より２泊３日とな

り、充実した３日間を過ごすことができました。１

日目は、東篭ノ登山へのハイキングとナイトハイ

ク。２日目は、飯ごうすいさん（カレー作り）とス

ポーツ大会、キャンプファイヤー。３日目は、道の

駅“雷電くるみの里”でのお土産購入、松井農園で

の摘果作業。どの活動もこどもたちは協力して行い

天候にも恵まれ、無事に全行程を行うことができま

した。３日間で特に意識した【時間を守る・切り替

える】を今後の学校生活に生かし、学年目標の『煌

星☆最煌』を達成していきたいと思います。 

 

６年生の様子 

 
 

 

６年 岡 健太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月は梅雨により、外遊びができない日が増え 

てきます。外遊びを楽しみにしている開桜小の元 

気な子供たちにとっては、「今日も外で遊べないの 

か。」と残念な気持ちになりがちです。雨の日は、 

廊下や階段が滑りやすく、普段以上に危険です。 

そんな日は、読書や折り紙、トランプ等室内で安全 

に楽しく過ごせる方法を一緒に考えています。 

学級会等で話し合って決めることで、クラスの仲 

も深まります。与えられた環境の中で、ルールを 

守って楽しく遊ぶ力をつけてほしいと思います。 

令 和 ６ 年 ５ 月 ３ ０ 日 

大 田 区 立 開 桜 小 学 校 

校 長  森  伸 一 

学校だより 

開 桜 
 

「児童の成長を実感したときの喜び！！」 

                                     校長 森 伸一 

 ５月８日（水）～５月１０日（金）まで、６年生と長野県とうぶ移動教室に行ってきました。コロナの影

響で、宿泊行事が中止になったり、１泊２日の移動教室が続いたりしたことで、私自身にとっても久しぶり

の２泊３日の移動教室となりました。また、２泊３日の宿泊行事の経験者が減ったこと、２校合同での実施、

大田区の学校としてはトップバッターとしての実施など、これまでの１泊２日の移動教室とは、比較になら

ないほどの緊張感がありました。しかし、実際には、お天気に恵まれ、児童の素敵なところをたくさん見つ

けることができ、記憶に残るとても有意義な宿泊行事となりました。 

 特に印象に残っていることを挙げると、１つめは、東籠ノ登山のハイキングです。ハイキングとは言うも

のの、実際には最後の岩場の部分は、両手を使いながら登らなければならないほどの勾配が続きます。その

ため、頂上に着いた時には、心から「やったー！」と叫びたくなりますし、達成感・満足感とは、こういう

ことなのではないかと実感する瞬間でした。 

２つめは、カレー作りです。学校生活では、昼になれば給食が調理されて運ばれてきますが、今回は、「肉

を切ったり」「野菜を切ったり」「火を起こしたり」「調理をしたり」「片付けをしたり」などの行程を、分担

し協力して行わなければなりません。多くの児童は、屋外でのカレー作りが初めてでしたが、各班とも、怪

我や事故もなく、楽しそうに協力をして取り組んでいました。一生懸命活動したこともあり、多くの児童が

おかわりをしていました。どの班も、ほぼ完食でした。移動教室で学んだことを、是非、学校生活や家庭生

活でも実践してほしいと思っています。 

＊昨年度末の保護者会でお知らせした通り、１学期の通知表の所見の部分を無くしました。所見に関する内

容につきましては、夏休みの個人面談でお伝えいたします。２・３学期につきましては、これまで通り変更

はありません。よろしくお願いいたします。 

 

 

 遊び方を工夫してすごしましょう 
 とうぶ移動教室 報告 



                                    特活部 笠松 知恵 

                         

５月２日（木）に離任式が行われました。 

体育館に２～６年生の児童が集まり、お世話になった先生方に代

表の児童が感謝の気持ちを伝えました。そして、学校を去られた

先生方にも直接言葉を頂き、みんな真剣に聞いていました。 

これまでのたくさんの思い出や、教えていただいたことを忘れ

ずに、これからの学校生活に生かして 

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    道徳部 三浦 有樹 

 

本校では、心の教育の推進に力を入れており、こどもたちが話し合いを通して、主体的に考える

ことができるような授業づくりを行っています。また、いじめ防止対策として、こどもの変化に素

早く気付き、学校全体での早期対応に努めています。 

こどもたちの心を豊かにするためには、学校・家庭・地域が、一丸となってこどもにかかわるこ

とが大切だと日々感じています。６月１日（土）の学校公開では、体育館で道徳授業地区公開講座

が開かれます。多くの保護者の方に参加していただき、命の大切さを一緒に考えていきましょう。

今回は、「生命尊重」についての授業を各学年で実施します。学校で行われる道徳教育の様子や、

こどもたちが主体的に考える姿をご覧いただき、ご家庭でのお子様との関わりに活かしていただき

たいと思います。 

 

                                  生活・保健部 手塚 沙恵 

 

新年度がスタートして２か月が経ち、新しい学年でのこどもたちの生活も落ち着いてきました。本校

では、年に３回（６月、１１月、２月）、「いじめに関するアンケート」を実施します。自分自身の生

活を振り返り、学習や友達のことで、困っていることや悩みをアンケートに書きます。その結果をもと

に、担任が一人一人のこどもたちの心に寄り添って、話を聞いたり、必要に応じて面談を行ったりして

います。 

面談後、こどもたちが話をしてすっきりし、安心した笑顔になると、私たちも心が温かくなります。

これからも、こどもたちが「楽しい学校生活」を送れるようにサポートをしていきます。 

 

【報告】離任式 

６月こどものサポート月間 

心の教育推進 


